
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ先 

よこはま動物園 副園長 久保 良法  Tel 045-959-1298 

令和７年 10 月 16 日 
（公財）横浜市緑の協会 
よ こ は ま 動 物 園 

記 者 発 表 資 料 

よこはま動物園では、11 月 15 日（土）、16 日（日）の 2 日間にわたり、「コウノトリまつり in 

ズーラシア」を IPPM-OWS（※）との共催で初開催します。 

本イベントでは、IPPM-OWS のほか、コウノトリの保全に取り組む千葉県野田市、埼玉県鴻巣市、

福井県、福井県越前市が集まり、保全活動など地域の取組を展示や体験ブースで紹介します。また、

飼育員による特別ガイドも実施します。 

子どもから大人まで楽しめる展示や体験を通じて、国内に生息する絶滅危惧種であるコウノトリを

身近に感じ、その未来を考えるきっかけとなる 2 日間です。 

「コウノトリまつり in ズーラシア」初開催！ 

よこはま動物園ズーラシア 

〜保全団体や自治体も参加、楽しみながら学べる２日間〜 

コウノトリ 

指定管理者：（公財）横浜市緑の協会 



 

  

 

  

（１）自治体や保全団体によるブース出展 

コウノトリの生態についての解説や各団体における保全への取組について、パネルなどでご紹介

します。また、工作などの体験イベント、コウノトリ関連グッズの販売も行います。 

開催日：11 月 15 日（土） 11：30～16：30 

11 月 16 日（日）  ９：30～16：00 

場所：みんなのはらっぱ大テント 

出展団体：IPPM-OWS、千葉県野田市、埼玉県鴻巣市、福井県、福井県越前市 

※詳細は後日、公式ホームページにてお知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）コウノトリまつり in ズーラシア 特別ガイド 

飼育員がコウノトリの生態、保全への取組などについてお話しします。 

開催日：11 月 15 日（土）、16 日（日） 13：30～ ※15 分ほど 

場所：コウノトリ展示場前 

 

 共催：IPPM-OWS（コウノトリ個体群管理に関する機関・施設間パネル） 

 後援：公益社団法人日本動物園水族館協会 

   

 

 

 

 

 

※ IPPM-OWS 

名称：コウノトリの個体群管理に関する機関・施設間パネル 

英名：Inter-institutional Panel on Population Management of the Oriental White Stork 

略称：IPPM-OWS 

コウノトリの飼育施設、放鳥を行う地方自治体、繁殖地がある地方自治体などがコウノトリの

保全を全国的に進めていくにあたり、課題解決を目指すことを目的に 2013 年に設立された。 

開催概要 

※他施設での過去の様子 (公財)東京動物園協会提供 



 

  

■よこはま動物園ズーラシアについて 

◆入 園 料：大人 800 円、中人・高校生 300 円、小・中学生 200 円、小学生未満無料 

毎週土曜日は高校生以下無料（要学生証等） 

よこはま動物園・金沢動物園共通年間パスポート 18 歳以上 2,000 円 

◆開園時間：9:30～16:30（入園は 16:00 まで） 

◆休 園 日：毎週火曜日（祝・休日の場合は開園し、翌日休園）12/29～1/1 

◆交  通：相鉄線「鶴ケ峰」「三ツ境」駅から「よこはま動物園」行きバスで約 15 分、 

JR 横浜線・横浜市営地下鉄「中山」駅から「よこはま動物園」行きバスで約 18 分、 

「横浜」駅から「よこはま動物園」行きバスで約１時間 

◆U R L：https://www.hama-midorinokyokai.or.jp/zoo/zoorasia/ 

◆住  所：横浜市旭区上白根町 1175-1 

◆問合せ先：045-959-1000 


